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【提案・要望先】文部科学省 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Society5.0 という新たな時代を担う人材の教育にふさわしい環境整備が必要。 
県立学校のＩＣＴ環境整備に向けて、支援の充実を図られたい。 

(1) ＧＩＧＡスクール構想実現に向けた支援の充実 

①環境整備・保守・更新のための財政支援の拡充 

〇通信ネットワーク、端末等の整備完了後における保守管理、更新時の費用、インタ

ーネット回線通信費について、地方財政措置の拡充を行うなど、継続的かつ十分な

財政支援が必要 

〇全国的な事業であり、技術者、機材が需要過多になること、また、新型コロナウイ

ルス感染症対策の影響も想定されることから、補助対象年度の延長が必要 

②ＩＣＴ支援員等のサポート人材の充実 

〇教員のさらなるサポートのため、ＩＣＴ支援員等を地方財政措置で措置された４

校に１人からさらに増員するための継続的な財政支援が必要 

③デジタルコンテンツの整備、著作権への対応 

〇授業に活用できるデジタルコンテンツの整備を図り、教員が自由に利用できる仕

組みを構築することが必要 

○著作物を使用するための補償金制度について、令和２年度は無償化されたが、令和

３年度以降、地方の負担を伴わない制度の恒久化が必要 

④ＩＣＴによる学習のバリアフリーへの支援 

〇肢体不自由の児童生徒がタブレット操作をしやすいような補助器具整備、視覚障

害がある児童生徒やディスレクシアの児童生徒が使いやすいソフトウェア整備な

ど、学習支援ツールを導入するための継続的な財政支援が必要 

県立学校のＩＣＴ環境整備 

(1) ＧＩＧＡスクール構想実現に向けた支援の充実 

①環境整備・保守・更新のための財政支援の拡充 

②ＩＣＴ支援員等のサポート人材の充実 

③デジタルコンテンツの整備、著作権への対応 

④ＩＣＴによる学習のバリアフリーへの支援 

２．提案・要望の理由 

１．提案・要望内容 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

100%

目標値

全国平均

滋賀県平均値

100％

100％100％

100％

3人/台
6.3人/台

79.7％

59.5％0％

97.8％

教育用コンピュータ１台あたりの

児童生徒数（人/台）

教材研究・指導の

準備・評価・校務などに

ICTを活用する能力

授業にICTを活用して
指導する能力

インターネット接続率

（100Mbps以上）

インターネット接続率

（30Mbps以上）

（本県の取組状況と課題） 

担当：教育委員会事務局 教育総務課 教育ＩＣＴ化推進室 

ＴＥＬ ０７７－５２８－４５１８ 

・著作権法で、授業の過程における使用に供するこ

とを目的とする場合には、必要と認められる限

度において、公表された著作物を複製すること

ができるとされている。（第 35 条） 

・著作権法の改正（平成 30 年５月 25 日公布）に

伴い、著作物の使用について、オンライン教育で

の使用（例：予習・復習用資料のメール送信、オ

ンデマンド授業のためのインターネット送信

等）を想定した一定額の補償金の支払いが発生

する。令和２年度は新型コロナウイルス感染症

対策で無償化された。 

◎学習のバリアフリー化 

◎滋賀県の高等学校におけるＩＣＴ環境整備等の実態 

■ＩＣＴ環境整備の課題 

・高等学校の教育用コンピュータ

は、最終的に１人１台を目指して

いるが、現状は約６人に１台であ

り、国の目標値の半数しか整備で

きていない。（全国 43 位） 

・インターネット接続は、今後１Ｇ

bps を目指しているが、現状は 30

Ｍbps 以上であり、100Ｍbps 以上

の学校はない。 

■ＩＣＴ活用に係る課題 

・授業にＩＣＴを活用して指導する

能力が全国平均に比べて低い（全

国 45 位） 

◎著作物の使用に係る補償金の発生 

障害のある児童生徒が学習しやすいような環境を整えるため、補助器具やソフトウェアなど

の整備が必要である。 


